











































































31. 8％と2. 9倍に増加している。同様に， ３ 歳
～ ３ 歳 ６ か月児健診においても，同じ質問に
「はい」と回答した者の割合が，「大阪レポート」
の16. 5％から，「兵庫レポート」では42. 8％へ






































































































































































































































































以下に， ２ 年目と ３ 年目のフィンガー・ペイ
ンティングとその分析結果を示す。図 １ の①～



























１ 講義室 通常講義 / グループ分け
２ 実習室 通常講義 / 自己紹介ゲーム
３ / ４ 講義室 通常講義 / ディスカッション
５ 講義室 通常講義 / 絵本『きもち』を通したディスカッション
６ / ７ 講義室 通常講義 / ディスカッション
講義外 『きもち』の読みきかせのロール・プレイイングの練習




10 講義室 通常講義 / ディスカッション
講義外 困難事例のロール・プレイイングの練習
11 実習室 通常講義 / 困難事例のロール・プレイイング
12 講義室 通常講義 / ディスカッション
13 講義室 通常講義 /『きもち』と傾聴のワーク： １ 人対 １ 人
14 講義室 通常講義 /『きもち』と傾聴のワーク：集団対 １ 人




























示す（表 ３ ，表 ４ ）。表中の下段は，各分類の
出現率である。
さらに，便宜上，守屋の分類をⅠを １ 点，Ⅱ
を ２ 点，Ⅲを ３ 点，Ⅳを ４ 点として点数化し，
平均値を算出したところ，以下のようになった。

































































出現率（％） 62. 5 12. 5 12. 5 12. 5
表 ４．守屋（2007）をもとに分類（ ３年目）








出現率（％） 0. 0 0. 0 57. 1 42. 9
─ 151 ─
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